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こ
の
交
流
会
議
は
、
平
成

１０
年
３
月
に
第
１
回
会
議
を

東
京
で
開
催
し
て
以
来
、
日

本
と
韓
国
で
交

互
に
毎
年
開
催

し
、
会
議
の
テ

ー
マ

は

そ

の

時
々
の
両
国
の

漁
港
漁
場
漁
村

を
取
り
巻
く
状

況
を
勘
案
し
て

設
定

し

て

い

る
。
今
年
度
は

「
新
し
い
流
通

・
加
工
に
対
応

し
た
漁
港
の
あ

り
方
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
、
約

百
名
の
参
加
者

に
よ
り
開
催
さ

れ
た
。

日
本
側
の
出
席
者
は
、
水

産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
吉
塚

靖
浩
整
備
課
長
ほ
か
水
産
庁

担
当
官
と
北
海
道
漁
港
漁
村

課
苫
米
地
課
長
、
（
公
社
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会
橋
本
会

長
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
団

体
役
員
、
民
間
企
業
が
出
席

し
、
韓
国
側
は
、
（
特
）
韓

國
漁
村
漁
港
協
會
柳
�
魯
理

事
長
、
韓
国
海
洋
水
産
部
田

忠
男
事
務
官
ほ
か
発
表
者
を

含
め
た
関
係
者
が
出
席
し

た
。会

議
の
開
催
に
あ
た
り
、

主
催
者
を
代
表
し
、
橋
本
会

長
が
「
日
本
と
韓
国
の
漁
港

協
会
は
、
１
９
８
８
年
の
漁

港
大
会
か
ら
交
流
が
始
ま

り
、
以
来
密
接
な
関
係
、
友

情
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な

関
係
の
中

か
ら
、
技

術
的
な
情

報
の
交
換

を
通
じ
そ

れ
ぞ
れ
の

国

の

漁

業
、
漁
村

の
発
展
を

図
ろ
う
と

い
う
こ
と

で
こ
の
技

術
交
流
会

議
が
誕
生

し

ま

し

た
。こ

の
会

議
は
両
国
関
係
者
の
努
力
と

協
力
で
継
続
し
、
今
回
で
１９

回
目
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を

非
常
に
喜
ば
し
く
思
い
ま

す
。な

お
、
今
回
よ
り
日
本
側

は
、
（
公
社
）
全
国
漁
港
漁

場
協
会
と
（
一
財
）
漁
港
漁

場
漁
村
総
合
研
究
所
が
共
催

で
技
術
交
流
会
議
を
運
営
す

る
こ
と
を
報
告
い
た
し
ま

す
。さ

て
、
今
回
の
技
術
交
流

会
議
の
テ
ー
マ
は
「
新
し
い

流
通
・
加
工
に
対
応
し
た
漁

港
の
あ
り
方
」
で
す
。
日
韓

両
国
は
、
世
界
有
数
の
漁
業

国
で
あ
り
、
そ
の
水
産
業
、

漁
村
は
消
費
者
に
安
全
・
安

心
で
良
質
な
水
産
物
を
安
定

的
に
提
供
す
る
だ
け
で
な

く
、
沿
岸
域
の
環
境
の
保
全

な
ど
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

両
国
国
民
は
、
そ
れ
ぞ
れ

水
産
物
が
大
好
き
な
国
民
で

す
が
、
出
生
率
の
低
下
と
高

齢
者
率
の
増
大
と
い
う
課
題

を
抱
え
て
お
り
、
国
内
水
産

物
消
費
の
低
下
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
方
、
水
産
物

の
流
通
・
加
工
等
に
関
す
る

技
術
の
向
上
等
に
よ
り
、
水

産
物
は
世
界
的
な
商
品
と
な

っ
て
お
り
、
消
費
者
の
嗜
好

や
衛
生
に
関
す
る
観
念
も
変

化
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応

し
、
将
来
を
見
据
え
た
力
強

い
水
産
業
を
構
築
し
て
い
く

た
め
に
、
基
盤
と
な
る
漁
港

漁
場
整
備
に
お
い
て
も
、
衛

生
管
理
や
流
通
加
工
に
関
す

る
高
度
な
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド

技
術
の
導
入
が
必
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
さ
に
今
回
の
テ
ー
マ
で

あ
る
「
新
し
い
流
通
・
加
工

に
対
応
し
た
漁
港
」
に
つ
い

て
両
国
間
で
技
術
交
流
を
深

め
る
こ
と
は
、
極
め
て
時
宜

を
得
た
、
有
意
義
な
こ
と
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
現
地
視

察
な
ど
も
踏
ま
え
た
活
発
な

意
見
交
換
を
通
じ
て
、
互
い

の
技
術
の
向
上
が
図
ら
れ
る

こ
と
を
希
望
し
ま
す
。

終
わ
り
に
、
技
術
交
流
会

議
及
び
現
地
視
察
の
実
施
に

当
た
り
暖
か
い
ご
支
援
を
下

さ
い
ま
し
た
、
北
海
道
開
発

局
、
北
海
道
庁
な
ど
の
皆
様

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
技
術
交
流
会
議
の
成

功
と
本
日
ご
出
席
の
皆
様
の

ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま

す
。
」
と
挨
拶
し
た
。
続
い

て
（
特
）
韓
國
漁
村
漁
港
協

會
柳
�
魯
理
事
長
、
水
産
庁

吉
塚
靖
浩
漁
港
漁
場
整
備
部

整
備
課
長
よ
り
挨
拶
が
行
わ

れ
た
。

技
術
交
流
会
議
は
、
（
一

財
）
漁
港
漁
場
漁
村
総
合
研

究
所
の
影
山
智
将
理
事
長
が

座
長
と
な
り
進
め
ら
れ
、
次

の
内
容
で
日
本
側
３
題
、
韓

国
側
２
題
の
発
表
が
行
わ
れ

た
。

①
漁
港
に
お
け
る
品
質
・
衛

生
管
理
の
取
組
み‥

水
産
庁

漁
港
漁
場
整
備
部
計
画
課
課

長
補
佐

高
原
裕
一

②
ク
リ
ー
ン
漁
港
の
導
入
方

案
の
研
究‥

（
特
）
韓
国
漁

村
漁
港
協
会
Ｒ
＆
Ｄ
融
合
チ

ー
ム
長

南
光
薫

③
北
海
道
産
地
市
場
衛
生
管

理
高
度
化
へ
の
取
組
に
つ
い

て‥

北
海
道
漁
業
協
同
組
合

連
合
会
品
質
管
理
部
長

山

田
芳
孝

④
日
本
に
お
け
る
高
度
衛
生

管
理
型
産
地
魚
市
場
～
求
め

ら
れ
る
品
質
衛
生
管
理

事

例
紹
介
～‥

（
一
財
）
漁
港

漁
場
漁
村
総
合
研
究
所
第
１

調
査
研
究
部
次
長

大
村
浩

之⑤
産
地
流
通
施
設
の
衛
生
確

保‥

水
産
業
協
同
組
合
水
産

経
済
研
究
院
産
業
研
究
チ
ー

ム
長

朴
浚
模

各
発
表
後
に
質
疑
応
答
が

行
わ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
日
韓

双
方
の
施
策
に
関
す
る
質
問

な
ど
も
含
め
た
全
体
的
な
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
、
交
流
会

議
は
終
了
し
た
。

現
地
視
察
を
実
施

２３
日
の
技
術
交
流
会
議
に

先
立
ち
、
２１
日
・
２２
日
の
２

日
間
に
わ
た
っ
て
現
地
視
察

を
行
っ
た
。

２１
日
は
、
韓
国
側
が
来
日

後
か
ら
視
察
が
始
ま
り
、
小

樽
港
湾
事
務
所
併
設
の
資
料

館
を
視
察
し
た
。

資
料
館
で
は
、
港
湾
事
務

所
の
今
所
長
か
ら
、
小
樽
港

の
歴
史
や
防
波
堤
の
築
造
技

術
、
さ
ら
に
は
日
本
の
港
湾

建
設
の
先
駆
者
で
あ
る
廣
井

博
士
の
業
績
な
ど
と
併
せ
、

当
時
の
廣
井
博
士
が
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
試
験
体
と
し
て
作

成
し
た
現
物
を
使
っ
て
今
で

も
強
度
試
験
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。

２２
日
は
、
美
国
漁
港
、
鰊

（
ニ
シ
ン
）
番
屋
、
古
平
漁

港
、
余
市
漁
港
、
（
地
独
）

北
海
道
立
総
合
研
究
機
構
水

産
研
究
本
部
中
央
水
産
試
験

場
の
視
察
を
行
っ
た
。

美
国
漁
港
で
は
、
積
丹
町

の
松
井
秀
紀
町
長
の
出
迎
え

を
受
け
た
後
に
、
水
中
展
望

船
に
乗
船
し
、
積
丹
の
海
底

の
様
子
を
見
学
し
た
。

そ
の
後
、
鰊
番
屋
を
視
察

し
た
が
、
こ
こ
は
他
の
地
区

の
保
存
施
設
と
違
い
、
地
元

住
民
の
方
々
が
荒
れ
果
て
て

い
た
建
物
の
修
復
を
自
ら
行

い
、
維
持
管
理
ま
で
を
自
ら

の
手
で
行
っ
て
い
る
。
行
政

の
手
が
入
っ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
文
化
財
と
し
て
の
登

録
を
敢
え
て
せ
ず
に
、
施
設

内
で
の
飲
食
の
提
供
を
可
能

と
し
、
そ
の
利
益
を
補
修
や

維
持
管
理
費
に
充
当
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
、
地
域
の
自

主
性
や
協
調
の
象
徴
と
も
い

え
る
施
設
に
な
っ
て
い
た
。

続
い
て
古
平
漁
港
で
は
、

本
間
順
司
古
平
町
長
の
出
迎

え
を
受
け
、
北
海
道
開
発
局

小
樽
開
発
建
設
部
中
山
築
港

課
長
よ
り
高
度
衛
生
管
理
型

施
設
（
屋
根
つ
き
岸
壁
、
閉

鎖
型
荷
捌
き
所
）
の
説
明
を

受
け
た
。

ま
た
、
６
次
産
業
化
の
事

例
と
し
て
、
漁
港
を
利
用
す

る
東
し
ゃ
こ
た
ん
漁
協
に
よ

る
漁
協
直
売
所
の
視
察
を
行

い
漁
協
担
当
者
よ
り
説
明
を

受
け
た
。

そ
の
後
、
余
市
漁
港
に
移

動
し
、
親
水
型
防
波
堤
（
釣

り
が
可
能
な
防
波
堤
）
に
つ

い
て
、
北
海
道
後
志
総
合
振

興
局
水
産
課
松
川
係
長
よ
り

説
明
を
受
け
た
。

ま
た
、
中
央
水
産
試
験
場

で
は
、
企
画
調
整
部
企
画
課

の
池
田
主
査
よ
り
、
館
内
の

展
示
物
及
び
試
験
場
内
の
実

験
施
設
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
。

各
視
察
先
で
は
、
日
本
側

の
参
加
者
は
も
と
よ
り
、
韓

国
側
か
ら
も
多
く
の
質
問
が

出
た
。

【
韓
国
側
参
加
者
】

（
特
）
韓
國
漁
村
漁
港
協

會
理
事
長
柳
�
魯
（
団
長
）、

同
漁
港
本
部
次
長
李
�
豪
、

同
Ｒ
＆
Ｄ
融
合
チ
ー
ム
長

南
光
薫
、
同
漁
港
浄
化
チ
ー

ム
長
高
眞
弼
、
Ｒ
＆
Ｄ
融
合

チ
ー
ム
代
理
崔
勢
賢
、
水
産

業
協
同
組
合
水
産
経
済
研
究

院
産
業
研
究
チ
ー
ム
長

朴

浚
模
、
韓
国
海
洋
科
学
技
術

院
名
誉
研
究
委
員
安
�
道
、

韓
国
海
洋
水
産
部
事
務
官
田

忠
男

【
主
な
日
本
側
参
加
者
】

水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部

整
備
課
長
吉
塚
靖
浩
、
漁
港

漁
場
整
備
部
整
備
課
課
長
補

佐
的
野
博
行
、
同
漁
港
基
準

係
長
中
村
浩
介
、
漁
港
漁
場

整
備
部
計
画
課
課
長
補
佐
高

原
裕
一
、
北
海
道
漁
業
協
同

組
合
連
合
会
品
質
管
理
部
長

山
田
芳
孝
、
（
一
財
）
漁
港

漁
場
漁
村
総
合
研
究
所
第
１

調
査
研
究
部
次
長
大
村
浩

之
、
（
公
社
）
全
国
漁
港
漁

場
協
会
会
長
橋
本
牧
、
同
業

務
課
長
福
田
亮
、
同
主
幹
金

刺
い
づ
み
、
（
一
財
）
漁
港

漁
場
漁
村
総
合
研
究
所
理
事

長
影
山
智
将
、
同
総
務
部
長

石
山
靖
幸
、
同
第
一
調
査
研

究
部
長
西
�
孝
之
、
同
主
任

研
究
員
後
藤
卓
治
、
同
第
２

調
査
研
究
部
長
伊
藤
靖
、（
一

社
）
水
産
土
木
建
設
技
術
セ

ン
タ
ー
理
事
長
宇
賀
神
義

宣
、
北
海
道
水
産
林
務
部
水

産
局
漁
港
漁
村
課
長
苫
米
地

庄
吾
、
北
海
道
開
発
局
小
樽

開
発
建
設
部
築
港
課
長
中
山

学
之
、
北
海
道
漁
港
漁
場
協

会
会
長
高
橋
昌
幸
、
（
一
社
）

北
海
道
水
産
会
代
表
理
事
副

会
長
山
�
峰
男
、
㈱
セ
ン
ク

２１
取
締
役
田
中
潤
兒
、
㈱
ア

ル
フ
ァ
水
工
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
会
長
川
森
晃
、
㈱
ア
ク
ア

ソ
ー
ケ
ン
代
表
取
締
役
上
原

泰
正
、
㈱
デ
ー
タ
設
計
代
表

取
締
役
社
長
広
島
基
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第
１９
回
日
韓
漁
港
漁
場
漁
村
技
術
交

流
会
議
が
、
６
月
２３
日
（
木
）
午
後
２
時

か
ら
、（
公
社
）
全
国
漁
港
漁
場
協
会
主

催
、（
一
財
）
漁
港
漁
場
漁
村
総
合
研
究

所
共
催
、水
産
庁
の
後
援
、（
一
社
）
水
産

土
木
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
の
協
賛
に
よ

り
、
札
幌
市
の
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

漁
港
友
の
会
（
橋
本
牧
代

表
世
話
人
）
は
、
７
月
４
日

（
月
）
千
代
田
区
の
Ｋ
Ｋ
Ｒ

ト
ー
キ
ョ
ー
に
お
い
て
来

賓
の
�
吉
晋
吾
水
産
庁
漁
港

漁
場
整
備
部
長
の
出
席
を
得

て
第
４２
回
定
期
総
会
を
開
催

し
た
。

総
会
は
松
永
務
世
話
人
の

司
会
進
行
で
進
め
ら
れ
、

橋
本
代
表
世
話
人
の
挨
拶
の

後
に
、
�
吉
部
長
か
ら
漁
港

漁
場
漁
村
整
備
関
連
の
最
近

の
状
況
の
説
明
を
含
め
た
来

賓
挨
拶
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
新
た
に
入
会
さ

れ
た
坪
田
幸
雄
氏
、
石
山
靖

幸
氏
、
永
井
克
彦
氏
、
安
里

和
政
氏
の
４
氏
、
新
規
名
誉

会
員
と
な
ら
れ
た
福
屋
正
嗣

氏
、
小
林
章
惟
氏
の
２
氏
、

米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
屋
代
昭

氏
、
佐
藤
馨
氏
、
斉
藤
政
信

氏
の
４
氏
、
喜
寿
を
迎
え
ら

れ
た
岩
淵
栄
一
氏
の
紹
介
が

行
わ
れ
た
。

橋
本
牧
代
表
世
話
人
を
議

長
と
し
議
事
に
入
り
、
２７
年

度
収
支
決
算
、
２８
年
度
収
支

予
算
案
、
会
則
の
変
更
、
世

話
人
の
変
更
等
を
原
案
ど
お

り
承
認
し
た
。

総
会
終
了
後
に
は
、
恒
例

の
記
念
撮
影
を
行
な
っ
た

後
、
金
刺
い
づ
み
氏
の
司
会

で
懇
親
会
に
移
り
、
橋
本
牧

代
表
世
話
人
の
挨
拶
の
後
、

そ
れ
ぞ
れ
旧
交
を
暖
め
つ
つ

和
や
か
な
懇
談
が
続
け
ら
れ

た
。懇

親
会
に
は
、
水
産
庁
の

岡
貞
行
計
画
課
長
、
吉
塚
靖

浩
整
備
課
長
も
参
加
し
た
。

な
お
、
来
年
は
７
月
３
日

（
月
）
に
開
催
の
予
定
。
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水
産
庁
が
実
施
し
た
「
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
漁
場
整
備
事
業

（
五
島
西
方
沖
地
区
マ
ウ
ン

ド
礁
）
」
及
び
石
巻
市
が
実

施
し
た
「
石
巻
市
水
産
物
地

方
卸
売
市
場
石
巻
売
場
建
設

事
業
」
が
平
成
２７
年
度
全
建

賞
を
受
賞
し
た
。
本
賞
は
、

建
設
技
術
の
発
展
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
建
設
技

術
の
活
用
並
び
に
公
共
事
業

の
進
め
方
や
運
用
の
工
夫
等

に
よ
り
、
特
出
し
た
成
果
が

得
ら
れ
た
事
業
及
び
施
策
を

選
考
し
、
こ
れ
を
実
施
し
た

機
関
を
表
彰
し
て
い
る
。
昭

和
２８
年
以
降
、
平
成
２７
年
度

で
６３
回
目
と
な
る
歴
史
と
伝

統
あ
る
賞
で
あ
る
。

（
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
漁
場
整
備

事
業
）

受
賞
機
関‥

水
産
庁
漁
港

漁
場
整
備
部
整
備
課

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
漁
場
整
備

事
業
は
、
排
他
的
経
済
水
域

に
お
い
て
、
国
が
主
体
と
な

り
漁
場
整
備
を
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
、
水
産
資
源
の
生

産
力
を
向
上
さ
せ
る
事
業
で

あ
る
。
長
崎
県
五
島
列
島
の

北
西
約
５０
�
の
水
深
１
５
５

ｍ
の
位
置
に
深
層
水
の
鉛
直

混
合
等
に
よ
る
増
殖
効
果
と

と
も
に
魚
類
の
蝟
集
効
果
が

あ
る
高
さ
３０
ｍ
×
長
さ
２
５

０
ｍ
×
幅
１
２
０
ｍ
の
過
去

最
大
規
模
の
マ
ウ
ン
ド
礁

（
人
口
山
脈
）が
計
画
さ
れ
た
。

内
部
を
約
１
ｔ
の
石
材
、
表

層
を
高
さ
２
ｍ
四
方
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
で
被
覆

し
て
い
る
。
工
事
は
平
成
２３

年
１
月
よ
り
開
始
し
、
平
成

２７
年
１０
月
に
完
成
し
た
。

（
石
巻
市
水
産
物
地
方
卸
売

市
場
石
巻
売
場
建
設
事
業
）

受
賞
機
関‥

宮
城
県
石
巻

市

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被

災
し
た
石
巻
魚
市
場
の
早
期

復
興
を
図
る
た
め
平
成
２５
年

８
月
か
ら
Ｃ
Ｍ
方
式
を
取
り

入
れ
た
建
設
事
業
に
着
手

し
、
平
成
２７
年
８
月
に
完
成

し
た
。
魚
市
場
は
４
階
建
て

延
べ
床
面
積
４
万
６
千
㎡
、

上
屋
根
の
長
さ
が
８
７
６
ｍ

と
国
内
最
大
規
模
。
管
理
棟

は
国
が
目
指
す
高
度
衛
生
管

理
に
適
合
す
る
食
の
安
全
安

心
を
確
保
し
た
施
設
と
な
っ

て
い
る
。

（
一
社
）
水
産
土
木
建
設

技
術
セ
ン
タ
ー
は
、
６
月
２２

日
午
後
、
三
会
堂
ビ
ル
石
垣

記
念
ホ
ー
ル
で
第
３０
回
定
時

総
会
を
開
催
し
た
。

冒
頭
、
宇
賀
神
義
宣
理
事

長
が
、
「
セ
ン
タ
ー
は
昭
和

６１
年
に
誕
生
し
、
今
年
は
３０

周
年
の
節
目
を
迎
え
た
。
皆

様
の
ご
指
導
と
ご
支
援
の
た

ま
も
の
で
あ
り
感
謝
申
し
上

げ
る
。
平
成
２７
年
度
は
、
ス

ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業

や
漁
港
漁
場
の
調
査
事
業
等

を
実
施
し
た
。
東
日
本
大
震

災
関
連
業
務
で
は
、
漁
港
施

設
の
復
旧
が
完
了
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
る
が
、
代
わ
っ

て
防
潮
堤
や
移
転
跡
地
の
集

落
の
嵩
上
げ
な
ど
が
残
っ
て

い
る
。
今
後
、
セ
ン
タ
ー
は
、

４０
年
、
５０
年
と
皆
様
に
期
待

さ
れ
る
よ
う
努
力
し
て
参
り

た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

次
に
、
水
産
庁
の
�
吉
晋

吾
漁
港
漁
場
整
備
部
長
が
来

賓
祝
辞
を
述
べ
た
。

白
石
治
和
千
葉
県
鋸
南
町

長
を
議
長
に
選
出
し
た
後
、

議
事
に
入
り
、
平
成
２７
年
度

決
算
、
会
費
の
額
、
役
員
報

酬
額
に
つ
い
て
事
務
局
提
案

ど
お
り
承
認
し
た
。

役
員
補
欠
選
任
で
は
、
辞

任
の
申
し
出
が
あ
っ
た
�
村

稔
業
務
執
行
理
事
、
山
田
泉

理
事
が
退
任
し
、
新
た
に
永

井
克
彦
前
島
根
県
出
雲
県
土

整
備
事
務
所
長
、
佐
藤
雅
彦

青
森
県
農
林
水
産
部
漁
港
漁

場
整
備
課
長
が
理
事
に
選
任

さ
れ
、
永
井
理
事
が
業
務
執

行
理
事
に
就
任
し
た
。

総
会
終
了
後
に
、
同
じ
会

場
で
、
「
こ
れ
か
ら
の
沿
岸

海
域
再
生
の
方
向
性
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
、
中
村
由

行
横
浜
国
立
大
学
大
学
院
都

市
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
院

教
授
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ

た
。ま

た
、
講
演
後
に
、
中
央

区
の
銀
座
ブ
ロ
ッ
サ
ム
会
場

に
お
い
て
設
立
３０
周
年
の
記

念
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
多
数

の
関
係
者
が
集
い
、
セ
ン
タ

ー
の
３０
周
年
を
お
祝
い
し

た
。

（
一
社
）
長
崎
県
漁
港
漁

場
協
会
（
会
長
・
友
広
郁
洋

松
浦
市
長
）
は
、

６
月
１６
日
午
後
１

時
３０
分
か
ら
長
崎

市
の
「
ホ
テ
ル
セ

ン
ト
ヒ
ル
長
崎
」

に
お
い
て
平
成
２８

年
度
第
３９
回
定
時

総
会
を
開
催
し

た
。友

広
郁
洋
会
長
の
挨
拶
の

後
、
長
崎
県
知
事
（
代
理
・

�
本
磨
毅
穂
副
知
事
）
、
古

賀
友
一
郎
参
議
院
議
員
、
田

中
愛
国
長
崎
県
議
会
議
長
、

�
吉
晋
吾
水
産
庁
漁
港
漁
場

整
備
部
長
、
橋
本
牧
（
公
社
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会
会
長
が

来
賓
祝
辞
を
述
べ
た
。

議
事
に
入
り
、
平
成
２７
年

度
決
算
、
平
成
２８
年
度
会
費

等
を
原
案
通
り
承
認
す
る
と

と
も
に
、
平
成
２７
年
度
事
業

報
告
、
平
成
２７
年
度
公
益
目

的
支
出
計
画
実
施
報
告
書
、

平
成
２８
年
度
事
業
計
画
及
び

収
支
予
算
、
今
後
の
協
会
の

あ
り
方
等
が
報
告
さ
れ
た
。

ま
た
、
役
員
の
任
期
満
了

に
伴
う
改
選
が
行
わ
れ
、

対
馬
市
副
市
長
桐
谷
雅
宣
氏

が
新
た
に
理
事
に
選
任
さ
れ

た
。総

会
終
了
後
、
�
吉
晋
吾

漁
港
漁
場
整
備
部
長
よ
り
、

「
漁
港
漁
場
整
備
長
期
計
画

に
つ
い
て
」
の
講
演
が
行
わ

れ
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し

た
。

漁
港
漁
場
新
技
術
研
究
会

（
橋
本
牧
会
長
）
は
６
月
３０

日
、
東
京
・
大
手
町
の
コ
ー

プ
ビ
ル
で
定
時
総
会
を
開

き
、
す
べ
て
の
議
案
と
報
告

事
項
を
原
案
通
り
承
認
し

た
。２７

年
度
事
業
で
は
、
磯
焼

け
対
策
技
術
の
提
案
・
事
業

化
、
自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
漁
業
地
域
へ
の
導
入
に
関

す
る
研
究
、
漁
港
鋼
構
造
物

の
機
能
保
全
に
関
す
る
技
術

資
料
の
作
成
な
ど
に
取
り
組

み
、
２８
年
度
に
お
い
て
も
、

引
き
続
き
８
研
究
部
会
１４
専

門
部
会
の
体
制
で
漁
港
漁
場

関
係
新
技
術
の
研
究
開
発
普

及
を
進
め
て
い
く
。
昨
年
度

か
ら
始
ま
っ
た
漁
港
漁
場
関

係
民
間
技
術
の
確
認
・
評
価

事
業
に
つ
い
て
は
、
新
た
な

民
間
技
術
の
認
定
と
と
も
に

既
認
定
技
術
の
普
及
を
行
っ

て
い
く
。

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
で
は
、
現
行
の
理
事
・
監

事
全
員
が
再
任
さ
れ
、
総
会

後
の
理
事
会
に
お
い
て
、
橋

本
会
長
と
２
名
の
副
会
長
が

選
任
さ
れ
た
。

橋
本
会
長
は
冒
頭
の
あ
い

さ
つ
で
、
「
昨
年
よ
り
各
県

の
技
術
研
修
会
な
ど
に
参
加

し
新
技
術
に
つ
い
て
説
明
す

る
と
と
も
に
地
域
の
悩
み
を

聞
く
こ
と
を
行
っ
て
い
る
。

浜
の
皆
さ
ん
に
寄
り
添
っ

て
、
技
術
を
広
め
つ
つ
技
術

に
よ
り
様
々
な
課
題
を
解
決

し
て
い
き
た
い
。」
と
述
べ
、

今
後
も
全
力
を
挙
げ
て
漁
村

の
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
く

姿
勢
を
示
し
た
。

総
会
後
に
は
「
水
産
物
の

輸
出
促
進
に
向
け
て
の
漁
港

・
港
湾
の
役
割
」
を
テ
ー
マ

に
、
中
泉
昌
光
港
湾
空
港
技

術
研
究
所
特
別
研
究
主
幹
が

講
演
。
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
安

定
化
及
び
短
縮
化
、
鮮
度
保

持
対
策
な
ど
、
輸
出
促
進
に

お
け
る
漁
港
・
港
湾
の
役
割

の
重
要
性
を
説
明
し
た
。
講

演
後
は
、
漁
村
水
環
境
研
究

会
と
合
同
で
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
た
。

愛
知
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
片
岡
憲
彦
常
滑
市

長
）
は
、
７
月
１
日
午
前
１１

時
か
ら
「
ホ
テ
ル
名
古
屋
ガ

ー
デ
ン
パ
レ
ス
」
に
お
い
て

第
１５
回
通
常
総
会
を
開
催
し

た
。片

岡
会
長
の
挨
拶
の
後
、

来
賓
の
橋
本
牧
（
公
社
）
全

国
漁
港
漁
場
協
会
会
長
（
代

理
影
山
智
将
理
事
）
が
祝
辞

を
述
べ
た
。

片
岡
会
長
を
議
長
と
し
て

議
事
に
入
り
、
平
成
２７
年
度

事
業
報
告
・
収
支
決
算
、
平

成
２８
年
度
事
業
計
画
・
収
支

予
算
、
及
び
会
費
負
担
を
事

務
局
提
案
の
通
り
承
認
し

た
。
ま
た
、
現
役
員
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
次
期
役
員
と

し
て
理
事
１８
名
、
監
事
２
名

が
選
任
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

理
事
の
互
選
に
よ
り
、
会
長

に
は
片
岡
憲
彦
常
滑
市
長
、

副
会
長
に
は
、
榊
原
康
正
西

尾
市
長
（
会
長
代
行
）
、
吉

戸
一
紀
愛
知
県
漁
連
会
長
及

び
稲
葉
正
吉
蒲
郡
市
長
が
そ

れ
ぞ
れ
再
任
さ
れ
た
。

和
歌
山
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
望
月
良
男
有
田
市

長
）
は
、
７
月
１
日
１３
時
か

ら
和
歌
山
市
の
「
ア
バ
ロ
ー

ム
紀
の
国
」
に
お
い
て
、
平

成
２８
年
度
通
常
総
会
を
開
催

し
た
。

望
月
会
長
の
挨
拶
の
後
、

橋
本
牧
（
公
社
）
全
国
漁
港

漁
場
協
会
会
長
（
代
理
・
松

岡
英
二
理
事
）
及
び
加
茂
年

彦
和
歌
山
県
県
土
整
備
部
港

湾
空
港
局
長
が
そ
れ
ぞ
れ
祝

辞
を
述
べ
た
。

望
月
会
長
を
議
長
と
し
て

議
事
に
入
り
、
平
成
２７
年
度

会
務
報
告
、一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
収
支
決
算
、
平
成
２８

年
度
事
業
計
画
案
及
び
一
般

会
計
及
び
特
別
会
計
収
支
予

算
案
並
び
に
会
費
案
を
事
務

局
提
案
ど
お
り
承
認
し
た
。

議
事
終
了
後
、
和
歌
山
県

港
湾
漁
港
整
備
課
の
佐
藤
広

明
課
長
補
佐
か
ら
「
平
成
２８

年
度
漁
港
漁
場
事
業
概
要
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
、
雑
賀

崎
漁
港
や
串
本
漁
港
の
漁
港

整
備
状
況
に
つ
い
て
、
東
海

・
東
南
海
・
南
海
３
連
動
地

震
に
よ
る
津
波
に
備
え
た
整

備
の
本
格
実
施
に
つ
い
て
、

ま
た
、
そ
の
他
の
漁
港
等
に

お
け
る
漁
村
、
海
岸
の
環
境

整
備
や
漁
村
の
活
性
化
等
に

つ
い
て
資
料
に
基
づ
き
説
明

が
あ
っ
た
。

宮
崎
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
日
�
昭
彦
川
南
町

長
）は
、７
月
７
日
午
後
１
時

３０
分
か
ら
宮
崎
市
「
宮
崎
観

光
ホ
テ
ル
」に
お
い
て
、第
６７

回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

冒
頭
、
日
�
会
長
の
挨
拶

に
続
き
、
来
賓
の
河
野
俊
嗣

宮
崎
県
知
事
、
星
原
透
宮
崎

県
議
会
議
長
、
（
公
社
）
全

国
漁
港
漁
場
協
会
橋
本
牧
会

長
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

日
�
会
長
を
議
長
に
議
事

に
入
り
、
平
成
２７
年
度
事
業

報
告
及
び
収
支
決
算
の
承
認

並
び
に
剰
余
金
処
分
（
案
）、

平
成
２８
年
度
事
業
計
画
（
案
）

及
び
収
支
予
算
並
び
に
会
費

（
案
）、
給
与
規
程
の
改
正
、

顧
問
及
び
参
与
の
委
嘱
に
つ

い
て
の
議
案
を
原
案
ど
お
り

承
認
し
た
。
ま
た
、
理
事
及

び
監
事
の
任
期
満
了
に
伴
い

次
期
役
員
と
し
て
理
事
１１

名
、
監
事
３
名
が
選
任
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
理
事
の
互
選

に
よ
り
、
会
長
に
は
日
�
昭

彦
川
南
町
長
、
副
会
長
に
は
、

宇
戸
田
定
信
北
浦
漁
協
組
合

長
、
矢
部
廣
一
宮
崎
市
漁
協

組
合
長
、
�
上
貢
日
南
市
漁

協
組
合
長
が
そ
れ
ぞ
れ
再
任

さ
れ
た
。

報
告
事
項
と
し
て
、
平
成

２８
年
度
九
州
地
区
漁
港
漁
場

大
会
及
び
第
６７
回
全
国
漁
港

漁
場
大
会
に
つ
い
て
事
務
局

よ
り
説
明
が
あ
っ
た
。

香
川
県
漁
港
協
会
（
会
長

・
大
山
茂
樹
さ
ぬ
き
市
長
）

は
、
７
月
８
日
午
後
１
時
３０

分
か
ら
、
高
松
市
の
ホ
テ
ル

マ
リ
ン
パ
レ
ス
さ
ぬ
き
に
お

い
て
、
第
６８
回
通
常
総
会
を

開
催
し
た
。

総
会
の
開
催
に
あ
た
り
大

山
会
長
か
ら
、
「
漁
港
は
漁

業
生
産
活
動
の
基
地
、
ま
た
、

水
産
物
の
流
通
・
加
工
の
拠

点
と
し
て
、
さ
ら
に
は
漁
業

者
及
び
地
域
住
民
が
安
心
し

て
生
活
が
で
き
る
場
と
し

て
、
重
要
な
役
割
、
使
命
を

果
た
し
て
い
る
。
今
後
と
も
、

水
産
業
・
漁
村
の
活
性
化
の

た
め
総
合
的
な
整
備
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

近
い
将
来
発
生
が
予
測
さ
れ

る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や

津
波
、
大
型
台
風
、
集
中
豪

雨
等
の
自
然
災
害
に
対
処
す

る
た
め
の
漁
村
の
防
災
・
減

災
対
策
等
に
つ
い
て
も
関
係

諸
機
関
と
協
力
し
、
政
府
や

国
会
等
へ
の
要
請
活
動
に
努

め
て
参
り
た
い
」
と
の
挨
拶

が
あ
っ
た
。

ま
た
、
来
賓
の
（
公
社
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会
会
長

（
代
理
・
松
岡
英
二
理
事
）、

香
川
県
農
政
水
産
部
松
尾
恭

成
部
長
が
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を

述
べ
た
。

総
会
で
は
、
さ
ぬ
き
市
漁

業
協
同
組
合
の
松
岡
善
一
組

合
長
を
議
長
に
選
出
し
て
議

事
に
入
り
、
平
成
２７
年
度
業

務
報
告
、
収
支
決
算
書
承
認

の
件
及
び
平
成
２８
年
度
事
業

計
画
（
案
）、
収
支
予
算
（
案
）、

及
び
定
款
の
変
更
に
つ
い
て

承
認
し
た
。
任
期
満
了
に
伴

う
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

は
、理
事
・
監
事
が
全
員
再
任

さ
れ
、
会
長
及
び
副
会
長
も

再
任
さ
れ
た
。
ま
た
、
そ
の

他
の
議
題
に
お
い
て
第
６７
回

全
国
漁
港
漁
場
大
会
へ
の
参

加
協
力
要
請
が
行
わ
れ
た
。

山
口
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
野
村
興
兒
萩
市
長
）

は
、
７
月
１１
日
（
月
）午
後
一

時
か
ら
山
口
市
内
の
「
翠
山

荘
」に
お
い
て
、平
成
２８
年
度

通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

野
村
興
兒
会
長
の
挨
拶
に

続
き
、
山
口
県
農
林
水
産
部

理
事
中
島
均
、（
公
社
）
全
国

漁
港
漁
場
協
会
橋
本
牧
会
長

か
ら
来
賓
挨
拶
を
頂
い
た
。

野
村
会
長
を
議
長
と
し
て

議
事
に
入
り
、
平
成
２７
年
度

事
業
報
告
に
つ
い
て
、
一
般

会
計
収
支
決
算
並
び
に
剰
余

金
処
分
に
つ
い
て
、
特
別
会

計
収
支
決
算
並
び
に
剰
余
金

の
処
分
に
つ
い
て
、
平
成
２８

年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
つ

い
て
、
一
般
会
計
収
支
予
算

（
案
）
に
つ
い
て
、
特
別
会

計
収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
、
事
務
局
提
案

の
と
お
り
承
認
さ
れ
た
。
ま

た
、
役
員
の
補
欠
選
任
が
審

議
さ
れ
、
森
上
勝
三
理
事
（
岩

国
市
漁
協
組
合
長
）
が
選
任

さ
れ
た
。

６
月
３
日
（
金
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会

橋
本
会
長
は
島
根

県
へ
出
張

６
月
１６
日
（
木
）

長
崎
県
東
京
事
務
所

課
長
・
農
林
水
産
担
当

本
田
敦
司
氏

全
国
漁
港
漁
場
協
会

橋
本
会
長
は
長
崎
県
へ

出
張６

月
２１
日
（
火
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会

橋
本
会
長
、
福
田
業
務

課
長
、
金
刺
主
幹
は
北

海
道
へ
出
張

６
月
２７
日
（
月
）

富
山
県
漁
港
漁

場
協
会
事
務
局
長
秋
田

廣
成
氏
、
同
協
会
書
記

中
山
泉
氏

平
成
２８
年
度
関
東
・
東
海

地
区
漁
港
漁
場
協
議
会
が
、

７
月
１２
日
神
奈
川
県
箱
根
町

の
「
天
成
園
」
に
お
い
て
開

催
さ
れ
、
茨
城
、
千
葉
、
神

奈
川
、
静
岡
、
愛
知
、
三
重

の
６
県
の
漁
港
漁
場
関
係
者

３５
名
が
出
席
し
た
。

冒
頭
、
高
橋
征
人
会
長
（
神

奈
川
県
水
産
振
興
促
進
協
会

会
長
）か
ら
、本
日
は
限
ら
れ

た
時
間
で
は
あ
る
が
、関
東
・

東
海
地
区
の
関
係
者
が
集
う

協
議
会
で
あ
り
、
各
県
が
抱

え
る
課
題
等
に
つ
い
て
活
発

な
意
見
交
換
を
お
願
い
し
た

い
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

次
い
で
、
来
賓
の
（
公
社
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会
会
長

（
代
理‥

松
岡
英
二
理
事
）、

坂
本
幸
彦
水
産
庁
漁
港
漁
場

整
備
部
防
災
漁
村
課
長
、
菊

池
雅
美
神
奈
川
県
農
政
部
長

か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。

議
事
に
先
立
ち
、
水
産
庁

計
画
課
塚
本
邦
芳
漁
港
漁
場

防
災
・
減
災
技
術
専
門
官
か

ら
、
「
今
後
の
水
産
基
盤
整

備
事
業
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
、
次
期
漁
港
漁
場
整
備
長

期
計
画
、
平
成
２８
年
度
予
算
、

漁
港
機
能
の
集
約
化
・
漁
港

施
設
の
有
効
活
用
、
及
び
藻

場
・
干
潟
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い

て
説
明
が
あ
っ
た
。

議
事
は
高
橋
征
人
会
長
を

議
長
と
し
て
進
め
ら
れ
、
ま

ず
、
漁
港
・
漁
場
・
漁
村
の

整
備
に
関
す
る

以
下
の
課

題
等
に
つ
い
て
関
係
県
か
ら

の
情
報
提
供
が
あ
り
、
協
議

が
行
わ
れ
た
。

①
浚
渫
土
の
有
効
活
用

②
藻
場
・
干
潟
ビ
ジ
ョ
ン
の

取
り
組
み

③
漁
場
整
備
の
効
果
調
査
手

法
に
つ
い
て

④
河
川
・
ダ
ム
や
港
湾
区
域

内
の
浚
渫
土
を
活
用
し
た
干

潟
等
の
造
成

次
に
、
次
年
度
の
協
議
会

開
催
県
に
つ
い
て
は
、
茨
城

県
と
決
定
さ
れ
、
豊
田
稔
茨

城
県
漁
港
協
会
会
長
（
北
茨

城
市
長
）
か
ら
歓
迎
の
挨
拶

が
あ
っ
た
。

翌
１３
日
は
、
神
奈
川
県
水

産
技
術
セ
ン
タ
ー
相
模
湾
試

験
場
や
、
小
田
原
漁
港
の
蓄

養
水
面
等
を
視
察
し
た
。

計
画
課
計
画
官
（
国
土
交

通
省
国
土
政
策
局
広
域
地
方

政
策
課
調
整
室
専
門
調
査

官
）
河
野
大
輔
▽
整
備
課
漁

港
漁
場
専
門
官
（
計
画
課
計

画
官
）
不
動
雅
之
▽
防
災
漁

村
課
長
補
佐
・
環
境
整
備
班

担
当
（
整
備
課
漁
港
漁
場
専

門
官
）
中
西
豪
▽
計
画
課
計

画
班
企
画
係
長
（
整
備
課
設

計
班
漁
港
基
準
係
長
）
中
村

浩
介
▽
国
土
交
通
省
出
向
国

土
政
策
局
広
域
地
方
政
策
課

調
整
室
専
門
調
査
官
へ
（
防

災
漁
村
課
長
補
佐
・
環
境
整

備
班
担
当
）
田
村
真
弓
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フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
漁
場
整
備
事
業
な

ど

自
６
月
１
日

漁漁
港港
往往
来来
至
６
月
３０
日

愛
知
県

和
歌
山
県

香
川
県

関
東
・
東
海
地
区
漁

港
漁
場
協
議
会
開
催

長
崎
県

漁 港 漁 場 月 報

宮
崎
県

各県協会総会

山
口
県

（一社）水産土木建設技術センター

第３０回定時総会

第
３
回
定
時
総
会
開
催

水
産
庁
人
事
（
七
月
一
日
付
）

（
一
社
）漁
港
漁
場
新
技
術
研
究
会
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